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ご寄付やスポンサー支援、物品支援等、

本学運動部へのご支援よろしくお願いいたします。

連絡先： ml_tsc@toyo.jp

学生の活躍

陸上競技部
長距離部門

【藤原 乃愛 選手のコメント】

WBCムエタイの世界のベルトは小さい時から夢に見ていたベルトです。

ここまで来るのにたくさんの試練がありましたが、耐えて乗り越えて

手にしたこのベルトには普通以上の価値が生まれたと思います。

今回の試合は5ラウンドありとてもしんどかったのですが、皆さんの

応援がパワーになり最後まで戦うことができました。

たくさんの人が支えてくださり、自分は夢を叶えることができました。

ひとつ形として残すことができ、恩返しができたと思います。

まだまだ目指すものがあるので更なる高みを目指して頑張ります！

WBCムエタイ世界ミニフライ級世界王座を獲得！

2025年10月5日に神奈川県の横須賀アリーナで行われたWBCムエタイ世界ミニフライ級

（－47.62キロ）王座決定戦で藤原 乃愛 選手（健康スポーツ科学部３年）が勝利を収め、

WBCムエタイ世界ミニフライ級王者になりました！これは、日本人女性3人目となる快挙です。

TOYO SPORTS NEWS  
2025年10−12月

第37回 出雲全日本大学選抜駅伝競走 第9位

2025年10月13日（月・祝）「学生三大駅伝」の初戦となる第37回出雲全日本大学選抜駅伝競

走（スタート：出雲大社正面鳥居前（勢溜） ～ フィニッシュ：出雲ドーム前／ 6区間

45.1km）が開催されました。本大会には計22チームが出場。25回目の出場となる本学は

「その1秒をけずりだせ」をスローガンに掲げ、出雲路を駆け抜け、

総合成績第9位（2時間12分06秒）になりました。ご声援、ありがとうございました。

松井 海斗選手（総合情報学部2年）

総合順位11位　区間順位11位

内堀 勇選手（総合情報学部2年）

総合順位9位　区間順位9位

迎 暖人選手（総合情報学部2年）

総合順位9位　区間順位8位

濱中 尊選手（総合情報学部3年）

総合順位10位　区間順位10位

馬場 アンジェロ光選手（総合情報学部2年）

総合順位9位　区間順位11位

宮崎 優選手（総合情報学部2年）

総合順位9位　区間順位6位



サッカー部
（女子部門）

逢坂 草太朗 選手が第62回全日本競歩高畠大会で１位に輝きました！

10月26日（日）に山形県高畠町で開催された第62回全日本競歩高畠大会の一般男子ハーフ
マラソン競歩において、逢坂 草太朗 選手（総合情報学部2年）が1時間23分33秒で1位に
輝きました！オリンピック出場選手や世界陸上入賞選手が多数出場するハイレベルな大会での
快挙となりました。

陸上競技部
長距離部門

第39回関東大学女子サッカーリーグ戦（１部）で優勝しました！

2025年4月5日からスタートした「第39回関東大学女子サッカーリーグ戦」に出場している
サッカー部（女子部門）は、10月25日の早稲田大学との試合で勝利を収め、本リーグ戦で
見事「優勝」しました。昨シーズンに続く2連覇となります。

硬式野球部

2025年プロ野球ドラフト会議で本学硬式野球部3名が指名を受けました

2025年10月23日（木）午後5時からプロ野球の新人選手選択会議（ドラフト会議）が
行われ、本学硬式野球部からは3名が指名されました。島田 舜也（しまだ しゅんや）投手
（総合情報学部4年）が横浜DeNAベイスターズから2位指名、宮下 朝陽（みやした あさひ）
内野手（総合情報学部4年）が横浜DeNAベイスターズから3位指名、花田 旭（はなだ あさひ）
外野手（総合情報学部4年）が中日ドラゴンズから6位指名を受けました。
指名後、東京都文京区の東洋大学白山キャンパス125記念ホールにおいて指名選手による
記者会見を行い、マスコミ各社が集まる中、喜びと抱負を語りました。
プロ野球界での3人の今後の活躍が期待されます。

島田 舜也 投手
（総合情報学部４年）

花田 旭 外野手
（総合情報学部４年）

宮下 朝陽 内野手
（総合情報学部４年）

【石津 遼太郎監督のコメント】

このような結果を収められたのは、日頃よりご支援・ご協力をいただいている皆様のおかげです。
学生たちが安心して競技に打ち込める環境を支えていただいていることに、心より
感謝申し上げます。12月末から始まる全日本大学女子サッカー選手権大会（インカレ）に
向けて、チーム一同さらに成長できるよう取り組んでまいります。 
今後ともご声援のほど、よろしくお願いいたします。

【逢坂 草太朗選手のコメント】

いつも応援してくださりありがとうございます。
この度の高畠競歩でのハーフマラソン競歩の優勝は、学生の内に
シニアに挑み勝つという貴重な経験となりました。決して自分
1人の歩きでは無く、酒井監督と酒井 瑞穂コーチのこれまでの
ご指導、沢山の方の支えによって得られた結果でした。今回の
経験を今後の大会でも活かし、成長できるよう努めてまいります。



アイススケート部
ホッケー部門
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サッカー部
（男子部門）

スキー部　
竹内 享汰 選手が「第１回ふくい恐竜ローラースキー／エキスパート男子の部」で優勝！

2025年11月9日、福井県スキー連盟が主催する「第１回ふくい恐竜ローラースキー大会」が

開催され、＜エキスパート男子の部＞に出場した本学スキー部の竹内 享汰 選手（法学部2年＝

福井県出身）が優勝。初代チャンピオンとなりました。

＜エキスパート男子の部＞は5kmクラシカルのタイムと5kmフリーのタイムの合計で

競うもので、12名がエントリー。竹内選手は合計タイム42分44秒で、

2位とは2分39秒の差で熱戦を制しました。

鍋島 暖歩 選手が2026シーズン Ｖ・ファーレン長崎への加入が内定しました！

サッカー部（男子部門）に所属する鍋島 暖歩 選手（国際観光学部4年）が、

Ｖ・ファーレン長崎の2026シーズンの加入が内定しました。

【鍋島 暖歩 選手のコメント】

2026シーズンよりV・ファーレン長崎に加入することになりました、

東洋大学の鍋島 暖歩です。高校時代を長崎で過ごした自分にとって

特別なクラブに、プロとして戻って来ることができ大変嬉しく思いま

す。ここまで導いてくださった指導者の方々、共に切磋琢磨してきた

仲間達、そしてどんな時も支え、背中を押してくれた家族に感謝申し

上げます。1日でも早くピッチに立ち、チームの勝利に貢献できるよ

う日々精進していきます。V・ファーレン長崎のファン・サポーター

の皆様、応援よろしくお願いします。

【竹内選手のコメント】

地元で開催されたローラースキー大会で優勝することができ、とても嬉しく

思います。昨年度は実力が発揮できないシーズンになってしまいましたが、

今シーズンはこのローラースキー大会と同様に雪上で行われる大会でも

上位を目指し、頑張ります。

「2026 IIHF男子アジア選手権」の参加メンバーに在校生と卒業生9名が選出されました

2025年11月20日から中国・北京にて開催する「2026IIHF男子アジア選手権」の参加メンバー

が発表され、本学アイススケート部ホッケー部門の田村 壱桜 選手（GK＝健康スポーツ科学部3

年）、高田 麟 選手（DF＝健康スポーツ科学部3年）、高橋 一路 選手（DF＝健康スポーツ科学

部3年）の3名が選出されました。

また、同部卒業生の佐藤 永基 選手(GK)、木村 俊太 選手(DF)、佐々中 学人 選手(DF)、橋本 寛

太 選手(FW)、中島 照人 選手(FW)、大久保 雅斗 選手(FW)の6名も参加メンバーとして選出さ

れたほか、同部の鈴木 貴人監督がスタッフとして帯同しました。

田村 壱桜選手 高田 麟選手 高橋 一路選手



サッカー部
（男子部門）

サッカー部
（男子部門）

荒井 涼 選手と田制 裕作 選手が2026シーズン ガイナーレ鳥取への加入が内定しました

サッカー部（男子部門）に所属する荒井 涼 選手と田制 裕作 選手（いずれも国際観光学部4年）が
ガイナーレ鳥取の2026シーズンの加入が内定しました。

Ｊリーグ加入内定選手記者会見を行いました

2025年11月24日、本学白山キャンパスにてＪリーグへの加入が内定した
サッカー部男子部門の選手による記者会見を行いました。
※1名は体調不良のため欠席
この記者会見では、多くの報道関係の皆様に取材していただきました。
泰田部長、道上総監督、井上監督の挨拶に続き、内定選手は喜びを語るとともに、
クラブチームでの活躍を誓い、最後にフォトセッションを実施しました。

【荒井 涼選手のコメント】

2026シーズンよりガイナーレ鳥取に加入することになりました、東洋大
学の荒井 涼です。幼い頃から描いてきたプロサッカー選手になるという夢
を、このクラブで実現できることに大きな喜びを感じております。
これまでご指導くださった指導者の方々、成長を目指して競い合ってきた
チームメイト、そしてどんな時も静かに支えてくれた家族に、心より感謝
申し上げます。一日でも早くピッチに立ち、勝利に貢献できるよう、日々
努力を重ねて参ります。 
ガイナーレ鳥取に関わるすべての皆様、応援の程よろしくお願い申し上げ
ます。

【田制裕作選手のコメント】

2026シーズンよりガイナーレ鳥取に加入することになりました、東洋大
学の田制 裕作です。ガイナーレ鳥取というクラブでプロサッカー選手と
してのキャリアをスタートできることを大変嬉しく思います。
これまで支えてくれた家族をはじめ、自分に携わってくれた監督や
コーチ、スタッフに感謝申し上げます。ガイナーレ鳥取の勝利のために
強い覚悟を持って闘います。ガイナーレ鳥取のファン、サポーターの皆様
応援よろしくお願いします。

【内定選手について】

荒井 涼（ガイナーレ鳥取 内定）
田制 裕作（ガイナーレ鳥取 内定）
鍋島 暖歩（V・ファーレン長崎 内定）
山之内 佑成（柏レイソル 内定）
湯之前 匡央（カターレ富山 内定）



エイワ杯2025年度関東大学アイスホッケーリーグ戦
ディビジョンＩ ファイナルリーグ【Ａグループ】で優勝！

アイススケート部ホッケー部門はダイドードリンコアイスアリーナで開催された
「エイワ杯2025年度関東大学アイスホッケーリーグ戦」のディビジョンＩ ファイナルリーグ
【Ａグループ】で優勝しました！

 アイススケート部
ホッケー部門

ボクシング部
2025全日本ボクシング選手権大会で西中 結菜選手、山田 月琴選手が優勝！

ほか多数の出場選手が健闘しました

11月25日（火）～11月30日（日）にかけて、東京都のひがしんアリーナ(墨田区総合体育館)で
「2025全日本ボクシング選手権大会」が開催され、西中 結菜 選手（経営学部4年）と
山田 月琴 選手（健康スポーツ科学部1年）が見事に優勝し、ほかの出場選手も多数入賞しました。

【2025全日本ボクシング選手権 入賞者】

優勝
女子フライ級　西中 結菜（経営学部4年）技能賞
女子フェザー級　山田 月琴（健康スポーツ科学部1年）敢闘賞
準優勝
男子フライ級　古藤 昇大（経営学部4年）
女子ライトフライ級　宮田 ゆう（経営学部1年）
女子フライ級　𠮷田 姫菜（経済学部3年）
3位
男子ライト級　大園 丈太郎（経営学部4年）
男子ウェルター級　秋元 啓介（経営学部2年）
女子バンタム級　原田 美琴（ライフデザイン学部4年）

高田 麟 選手（DF＝健康スポーツ科学部3年）、 田村 壱桜 選手（GK＝健康スポーツ科学部3
年）、 竹田 颯汰 選手（FW＝健康スポーツ科学部3年）、 大久保 魁斗 選手（FW＝健康スポー
ツ科学部2年）の4人がベストシックスに選出されました。また、最優秀選手賞を森田 琉稀亜 選
手（FW＝社会学部4年）が、最多ポイント賞を 三浦 彪我 選手（FW＝健康スポーツ科学部1
年）が受賞しました。

最優秀選手賞を受賞した森田 琉稀亜 選手 最多ポイント賞を受賞した三浦 彪我 選手

【西中選手】女子フライ級優勝、技能賞受賞 【山田選手】女子フェザー級優勝、敢闘賞受賞



ラグビー部

ジャパンオープン2025で竹原 秀一 選手が2冠達成！

ほか多数の出場選手が3位以内に入りました！

11月27日（木）から30日（日）にかけて東京アクアティクスセンターで開催された

ジャパンオープン2025において、竹原 秀一 選手（健康スポーツ科学部3年）が男子100ｍ背泳ぎ

および200ｍ背泳ぎで2冠を達成し、松下 知之 選手（国際観光学部2年）が男子200m個人

メドレーで1位、西川 我咲 選手（経営学部1年）が男子400m個人メドレーで1位に輝きました。

また、多数の出場選手が3位以内に入賞いたしました。

水泳部

【結果（決勝3位以内）】

竹原 秀一 選手（健康スポーツ科学部3年）

男子100m背泳ぎ　1位

男子200m背泳ぎ　1位

福田 圭吾 選手 (国際観光学部3年)

男子200mバタフライ　3位

牧野 航介 選手（経営学部3年）

男子200m平泳ぎ　2位

松下 知之 選手（国際観光学部2年）

男子200m個人メドレー　1位

西川 我咲 選手（経営学部1年）

男子400m個人メドレー　1位

佐々木 美莉 選手（健康スポーツ科学部2年）

女子50m背泳ぎ　3位

女子100m背泳ぎ　3位

西川 我咲 選手（中央）

松下 知之 選手（中央）

竹原 秀一 選手（中央）

関東大学ラグビーリーグ戦1部で準優勝しました！

関東大学ラグビーリーグ戦1部の最終節が11月30日（日）、東京・秩父宮ラグビー場で

行われ、前年度優勝校の大東文化大学と対戦し、34-12で大東文化大学を下し、東洋大学は

見事勝利を収めました。この勝利により、東洋大学はリーグ戦を6勝1敗の好成績で終え、

準優勝を確定させました。また、小泉 柊人 選手（経済学部4年）はこの試合の

POM賞(Player of the Match)を受賞しました。

リーグ戦を通しての東洋大学の選手の活躍が評価され、ベスト15に東洋大学から栗原 大地 選手

（総合情報学部4年）、森山 海宇オスティン 選手（総合情報学部4年）、アダム・タマティ 選手

（総合情報学部4年）、中山 二千翔 選手（総合情報学部2年）ら4人の選手が選出されました。



陸上競技部
 女子長距離部門

「2025富士山女子駅伝」総合第９位

2025年12月30日に「2025全日本大学女子選抜駅伝競走（通称：2025富士山女子駅伝）」が
開催され、本大会に出場した本学陸上競技部（女子長距離部門）は、2時間28分8秒で
総合順位「第9位」の成績を収めました。

ABOUT TSC 
TOYOスポーツセンターでは応援文化醸成の
ため、学生アンバサダーによる情報発信を行って
おります。
学内掲示ポスターをはじめとしてInstagramやX
及びYouTubeに試合情報を随時投稿してまいりま
すのでぜひご覧ください。

Instagram　@toyo_univ
X　　　　　  @ToyoUniv_sports
YouTube　   @toyosportschannel

キックボクシング部
第94回全日本学生キックボクシング選手権大会 & UKFチャンピオン

トーナメント決勝戦において19年ぶり8回目の団体優勝！

【熱海 颯音 選手のコメント】

今回の大会ではフェザー級チャンピオンになり、個人&団体で
日本一になることができてよかったです。また、個人賞では
ベストバウト賞にも選出していただき最高の大会になりました。
試合当日もたくさんの方々が応援に駆けつけてくれて、
とても心強く、楽しんで戦うことができました。今回日本一に
なることができたのは、普段からサポートや応援してくださる
皆さんのおかげです。本当にありがとうございました。

11月15日（土）、東京・後楽園ホールで開催された
第94回全日本学生キックボクシング選手権大会 & UKF
チャンピオントーナメント決勝戦において、東洋大学
は19年ぶり8回目の団体優勝を飾りました。
また、個人では、熱海 颯音 選手（経済学部3年）が
フェザー級で見事に優勝しました。

内定情報

サッカー部
26’男子部門
村上 力己選手(国際観光学部4年)

福島ユナイテッドFC
（J3)

1区（4.1km）　  平方 杏奈（健康スポーツ科学部1年）　区間9位（13分11秒）
2区（6.8km）　  渋谷 菜絵（食環境科学部4年）　区間7位（21分27秒）
3区（3.3km）　  峯尾 沙也夏（社会学部2年）　区間13位（10分33秒）
4区（4.4km）　  高木 杏珠（食環境科学部1年）　区間15位（14分57秒）
5区（10.5km）　住野 友理（食環境科学部3年）　区間9位（36分4秒）
6区（6.0km）　  松木 七光（食環境科学部3年）　区間9位（20分24秒）
7区（8.3km）　  中才 茉子（食環境科学部4年）　区間14位（31分32秒）

26’女子部門
久保 花穂選手(食環境科学部4年)

三菱重工浦和レッズレディース
（WEリーグ)

27’女子部門
長尾 ののか選手(食環境科学部3年)

三菱重工浦和レッズレディース
（WEリーグ)
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https://www.instagram.com/toyo_univ/
https://x.com/ToyoUniv_sports
https://www.youtube.com/@toyosportschannel

